新年度当初に、静教研の出張旅費の扱いに関する依頼文書を、県校長会長・静岡市校長会長・地区校長会長に送付し、その後に同様の文書を各学校長にも送付します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　 静 教 研  第 ３ 号
　　　　　　　　　　　　　　　 令和5年４月3日
静岡県校長会長　様
静岡市校長会長　様
地区校長会長  様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　静岡県教育研究会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　会長　鈴木　真
静岡県教育研究会の各研究部委員研修会及び研究大会の参加旅費について（依頼）

　平素から本会の活動等につきまして格別なご理解とご支援をいただき、心よりお礼を申し上げます。
本会は、今年度も基本テーマ「ときめき　かかわり　未来へつなぐ」の下、「研究大会」「調査研究活動」「研究成果刊行」の三大事業のよりいっそうの充実に努めて参ります。
しかし、令和元年度の浜松市の本研究会の退会に伴う予算減の影響は大きく、研究活動を継続・発展させて行くには引き続き厳しい状況にあります。
　このような実情をご理解いただき、これまで同様に、以下の点についてご高配いただきたく存じます。
　・年３回開催する「研究部委員研修会」（地区代表の校長・教職員が出席）の出張旅費を引き続き「学校負担」としていただきたいこと。
・夏季研究大会への参加旅費について、会員それぞれの居住する、静東・静岡・静西地区での開催の場合は、これまで同様に学校負担としていただきたいこと。
・他地区で開催される研究大会についても、各部の事情、本人の熱意等から参加したいという場合は、校長の裁量で旅費を認めていただきたいこと。
　本会の趣旨やその活動の状況から、重ねてご理解を賜りますようお願い申し上げます。

　なお、昨年度同様に各校の旅費予算が厳しい状況にあることは十分に理解しておりますので、本会としても、研究部委員研修会の委員や、夏季研究大会の主要役員の旅費については、学校の求めに応じて可能な限り研究部費から支出するよう努める所存です。
　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　静岡県教育研究会事務局
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　（０５４）２５２－４５７５
